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ユ ニ セ フの救援物資を乗セ ､ 松災地 を走る みや ぎ生協の支援トラ ッ ク ｡ 宮城県 や岩手

県で は3 0 年以上に わた リユ ニ セ フを支援 してきた 生活協同組合が救援物資を各地の

避難所まで輸送 した = 2 0 1 1 年 3 月 2 3 日 ､ 宮城県女川町 (調影 : 新藤健 一 )

2 0 1 1 年3 月11 臥 日本は 東日本大震災と いう未曾有 の 大災害に

見舞われまし た ｡ そ の 直後か ら､ 日 本 ユ ニ セ フ 協会 に は ､ 国内

外から被災した子どもたち の ため に 温か い 支援が寄せ ら れま し

た｡ ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の ユ ニ セ フ 本部もまた､ 日本 ユ ニ セ フ 協会を

通じ､ 約半世紀ぶりとなる日本 へ の 支援を表明しま した ｡

日本 ユ ニ セ フ 協会は､ 被災地 の 方々 とともに ､ 子 ども た ち の

健康を守り､ 教育を再開し､ 心 の 回復を支え る活動を展開して

参りました ｡ 子 どもた ちが 直面 して い る いく つ も の 苦難､ そ し

て子 ども た ちを守りなが ら必死 に復興 に向 か っ て 歩む被災地 の

方々 の 姿を目 の当た り に し､ 私たち は ､ こ の 災害 の惨状と窮状 ､

子 ど もたち の 実情､ 骨さま か らの 募金 に よ っ て 展開さ れ た緊急

支援並 び に復興支援活動 の様子を世界に伝え るととも に ､ 息 の

長い ご支援を訴えて い かなけれ ば な ら な い と強く感じました｡

こ の た び ､ 多く の 著名な写貴家 の 方 々 ､ 国内報道各社 の 皆さ

ま に ご支援い ただき､ 写真展と いう形で広くご報告する機会を

得る こ と ができました｡

写真一枚
一

枚 の 向 こう にあ るそれぞれ の 大切な命と､ 被 災 を

乗り越 え て生き る子 どもたち の姿､ そ して 復興 へ の 希望 を､ ･
一

人 でも多くの 方に感じて い た だければ幸い で す ｡

"

私たちは ､ 3 ･ 11 を忘れな い !
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一瞬に し て ､ たくさ ん の尊 い命､ 人 々 の 生活が奪われま

した｡ し か し破壊され た町 の 瓦礫の 間 に は ､ 沢 山の 輝く命､

溢れ る優しさ ､ 限 り な い希望が生まれ て い ます｡ 失 わ れ た

尊 い命､ 魂 に 支え られ て ､ 次 の 世代は達 しく育 っ て い く事

でし ょう｡

ユ ニ セ フ も､ 日本 ユ ニ セ フ 協会を通じ て ､ 約50 年ぶ り に

日 本 に支援してくれました ｡
み ん なと

一

緒に 子どもたちを

抱きしめ て ､ よ り美しく､ 強 い 日本を再建する ため に ､ が

ん ば っ て い ます ｡

子 どもたち の 瞳 に ､ そ の 笑顔 に､ 命 の す ば ら し さを感じ

まし た ｡ 沢 山 の 写真家 の 方たち の心 の 目 に 映 っ た 大震災 の

瞬間､ 私 も じ っ と 目 を凝 らし て見 つ め て み たい と思 い ます ｡

日本ユ ニ セ フ 協会大使 ア グネ ス
･

チ ャ ン

大津波 に遭い ､ 奇跡的に助 かっ た愛 満ちや ん(4 歳〉｡ 両親 と妹が行 方不 明となり ､ 一人ぽ っ

ち になっ た ｡ ｢ ままへ 手紙を書く｣ と言 い出 した . 1 文字1 文字 ､ 1 時 間近く書 い た｡ ｢ ままへ ｡

い きて るとい い ね ｡ おけんきですか｣ ｡ 番い て疲れ たの か､ すやすや と寝 入っ た ｡

= 2 0 1 1 年3 月2 2 日 ､ 岩手県宮古市 (擢影 : 読売新聞 立石紀和)

仙台濯付近で は淫詣 で流 され た辛 が散乱 してい た｡ 後方では コ ンビナートが燃 えてい る
= 2 0 1 1 年3 月1 2 日午後6時 ､ 仙台市宮城野区港 2 丁目 (掃影 : 河北新報 高梼諒)

震 災か ら約1 カ 月後 ､ 被害 を受 けた女 川勇 二

小学校 で も学校 が再 開 ｡
ユ ニ セフ で は女川 の

す ペ て の子 ど もた ちに カ バ ン や ラ ン ドセル ､

文房 具 な どの 学校 用晶 を供 与 した
= 2 0 1 1 年4

月1 2 日 ､ 宮城 県女 川町 ( 撮影 : 日本 ユ ニ セフ協会)

■会場ご案内

東北電力クリ ー

ンプラザ

アクアホ ー ル

仙 台市青葉区一番 町3-7-1 (電力 ピル 1 F)

電話 0 2 2 -2 2 5 ･2 9 6 9

原発軍 役 で避難 ､ 体 育用 で寝る栢 由塀 浪江町

の 子 ど もたち = 2 0 1 1 年3 月1 7 日 ､ 山形市総 合ス

ポーツセ ンタ ー (撮影 : 佐々木康)

●仙台駅か ら徒 歩約1 5 分

●仙台市営地下 鉄広瀬通訳( 西3 書 出口) から

徒歩約1 分

●パ ス 電 力 ビル 前

●駐車場 は近隣の 有料駐車場 をご利用 ください

■主催 : 宮城県ユ ニ セ フ協会

仙 台市泉区八 乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館 ウイ ズ1 F 電話 0 2 2 ･2 1 8 -5 3 5 8




